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今
年
度
補
正
予
算
に
お
い
て
、
小
学
校
お
よ
び
中
学
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
整
備
な
ど
を
推
進
す
る
た
め
の
ギ
ガ

ス
ク
ー
ル
構
想
の
事
業
予
算
が
盛
り
込
ま
れ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
目
指
す
と
こ
ろ
と
し
て
、
多
様
な
子
供
た
ち
を
誰
一
人
取
り

残
す
こ
と
の
な
い
、
公
正
に
個
別
最
適
化
さ
れ
た
学
び
を
全
国
の
学
校
現
場
で
持
続
的
に
実
現
さ
せ
る
と
し
て
い
る
。 

 

し
か
し
、
補
正
予
算
の
内
容
を
見
る
と
、
一
人
一
台
パ
ー
ソ
ナ
ル
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
端
末
と
高
速
大
容
量
の
通
信
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
一
体
的
に
整
備
す
る
ハ
ー
ド
面
が
大
半
を
占
め
て
お
り
、
コ
ン
テ
ン
ツ
調
達
な
ど
ソ
フ
ト
面
に
つ
い
て
の
予
算
が
ほ

と
ん
ど
確
保
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
で
は
、
一
人
一
台
パ
ー
ソ
ナ
ル
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
端
末
と
高
速
大
容
量
の
通
信
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
宝
の
持
ち
腐
れ
と
な
り
か
ね
な
い
。
そ
こ
で
、
以
下
質
問
す
る
。 

一 

デ
ジ
タ
ル
教
科
書
に
つ
い
て
は
、
小
学
校
で
は
二
千
二
十
年
度
に
、
中
学
校
で
は
二
千
二
十
一
年
度
に
導
入
拡
大
す
る
こ

と
と
な
っ
て
い
る
が
、
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
を
パ
ー
ソ
ナ
ル
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
端
末
で
閲
覧
可
能
と
す
る
だ
け
で
は
、
従
来

の
紙
ベ
ー
ス
の
学
習
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
ず
、
紙
ベ
ー
ス
の
教
科
書
の
方
が
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
よ
り
も
安
価
で
あ
る
分
だ
け

費
用
対
効
果
が
高
い
こ
と
と
な
り
、
一
人
一
台
パ
ー
ソ
ナ
ル
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
端
末
と
高
速
大
容
量
の
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
整
備
す
る
意
味
は
小
さ
い
。
一
方
で
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
な
ど
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
利
用
し
た
講
義
の
動
画
や
演
習
教
材
な



 

２ 

 

ど
の
コ
ン
テ
ン
ツ
は
、
既
に
民
間
業
者
に
よ
っ
て
多
く
作
製
さ
れ
、
家
庭
学
習
に
お
い
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
家
庭

学
習
で
既
に
利
用
さ
れ
て
い
る
コ
ン
テ
ン
ツ
を
購
入
し
、
学
校
現
場
で
利
活
用
す
る
こ
と
で
速
や
か
に
効
果
的
な
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の

利
活
用
が
実
現
で
き
る
と
考
え
る
が
政
府
の
見
解
如
何
。 

二 

一
人
一
台
パ
ー
ソ
ナ
ル
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
端
末
と
高
速
大
容
量
の
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
意
義
の
一
つ
は
、
基
礎
学
力

に
つ
い
て
パ
ー
ソ
ナ
ル
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
端
末
に
よ
る
個
別
学
習
に
移
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
あ
る
。
す
な
わ

ち
、
従
来
の
授
業
ス
タ
イ
ル
で
は
、
平
均
的
な
学
力
層
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
進
め
ざ
る
を
得
ず
、
落
ち
こ
ぼ
れ
と
吹
き
こ

ぼ
れ
の
問
題
が
生
じ
て
い
た
。
個
別
学
習
を
実
現
す
る
こ
と
で
、
全
て
の
児
童
生
徒
が
自
ら
の
習
熟
速
度
に
合
わ
せ
て
効
率

的
に
学
習
を
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
し
て
、
基
礎
学
力
の
習
得
の
効
率
化
に
よ
っ
て
捻
出
し
た
児
童
生
徒
の
学
習
時

間
と
教
員
の
余
力
を
、
社
会
問
題
へ
の
取
組
み
を
児
童
生
徒
が
協
同
し
て
考
え
る
な
ど
応
用
的
学
習
に
充
て
ら
れ
る
。
し
か

し
、
応
用
的
学
習
は
こ
れ
ま
で
学
校
現
場
に
お
い
て
十
分
に
は
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
こ
の
部
分
で
の
授
業
の
進
め
方
の
開
発

が
急
務
で
あ
る
と
考
え
る
が
政
府
の
見
解
如
何
。 

三 

学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備
と
そ
の
利
活
用
に
よ
っ
て
、
教
員
の
役
割
が
大
き
く
変
わ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ

ま
で
は
教
員
か
ら
児
童
生
徒
へ
知
識
を
提
供
す
る
と
い
う
関
係
で
あ
っ
た
の
が
、
今
後
は
児
童
生
徒
は
知
識
を
パ
ー
ソ
ナ



 

３ 

 

ル
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
端
末
か
ら
受
け
る
こ
と
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
教
員
に
は
児
童
生
徒
か
ら
相
談
を
受
け
る
役
割
が

大
き
く
な
る
。
こ
の
よ
う
な
教
員
と
児
童
生
徒
の
関
係
の
大
き
な
変
化
に
つ
い
て
、
教
員
の
意
識
改
革
が
急
務
と
考
え
る
が

政
府
の
見
解
如
何
。 

 

右
質
問
す
る
。 


